
居宅介護支援重要事項説明書 

 

当事業所が提供するサービスについての相談窓口 

電話 ０２６－２７５－３１００ 

（受付時間：月曜日～金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分） 

担当 外谷 恵美子 

 

１．事業所概要 

（１）事業所の名称、所在地等 

事 業 所 名 千曲市社会福祉協議会 居宅介護支援事業所 

所 在 地 千曲市大字磯部１１１０番地１ 

介護保険事業所番号 ２０７１８０００７８ 

通常の事業の実施地域 千 曲 市、坂 城 町、長野市篠ノ井 

 

（２）事業所の職員体制 

区分 業務内容 人数 

管 理 者 事業所の運営及び業務全般の管理 1 名以上 

主任介護支援専門員 居宅介護支援サービス等に係る業務 1 名以上 

介 護 支 援 専 門 員 居宅介護支援サービス等に係る業務 3 名以上 

事 務 職 員 居宅介護支援サービス等に係る事務 1 名 

 

（３）営業日、営業時間 

営業日 
月曜日～金曜日 

ただし、国民の祝日、１２月２９日から１月３日を除きます。 

営業時間 午前８時３０分～午後５時１５分 

＊ 電話による相談については、２４時間実施しております。 

営業時間（午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分）外・土曜日・日曜日・祭日は携帯電話に 

転送されます。 

千曲市社会福祉協議会 居宅介護支援事業所 （２７５－３１００） 

↓ 

介護支援専門員にご相談下さい。 

（やむを得ず電話に出られない場合は折り返し連絡させていただく場合があります。） 

↓ 

必要に応じ担当職員や各事業所に連絡いたします。 

 



２．居宅介護支援の内容及び提供方法 

１．居宅サービス計画の作成 

事業者は、介護支援専門員に居宅サービス計画の作成に関する業務を担当させ、居宅サービス

計画の作成を支援します。 

① 利用者の居宅を訪問し、利用者及び家族に面接して情報を収集し、解決すべき課題を把握

します。 

② 当該地域における指定居宅サービス事業や保健医療・福祉サービス、住民サービス及び地

域の活動等に関する情報を適正に利用者及び家族に提供し、利用者にサービスの選択を求め

ます。また、利用者やその家族は、居宅サービス計画に位置付ける居宅サービス事業所につ

いて、複数の事業所の紹介を求めることや、当該事業所を居宅サービス計画に位置付けた理

由を求めることができます。 

③ 提供されるサービスの目標、その達成時期、サービスを提供する上での留意点等を盛り込

んだ居宅サービス計画の原案を作成します。 

④ 居宅サービス計画の原案に位置付けた指定居宅サービス等について、保険給付の対象とな

るか否かを区分した上で、その種類、内容、利用料等について利用者及びその家族に説明し、

利用者から文書による同意を受けます。 

⑤ 居宅サービス計画の作成時（または変更時）やサービスの利用時に必要な場合は、利用者

の同意を得た上で、関連する医療機関や利用者の主治医との連携を図ります。 

⑥ 入院した場合は、医療機関との連携を図るため、利用者等に対して入院時に担当事業所及

び担当介護支援専門員の氏名を入院先医療機関に提供することを依頼します。 

⑦ 関連する医療機関の医師等及び利用者の主治医の意見を聴取した場合は、意見を聴取した

医師に居宅サービス計画を交付します。 

 

２．経過観察・再評価 

① 利用者の居宅に最低月１回、もしくは実施要件を満たす場合２ヵ月に１回の訪問をし、 

利用者と面談等により経過の把握に努めます。 

② 居宅サービス計画の目標に沿ってサービスが提供されるよう指定居宅サービス事業者等

との連絡調整を行います。 

③ 利用者の状態について定期的に再評価を行い、状況の変化等に応じて居宅サービス計画変

更の支援、要介護認定区分変更申請の支援等の必要な手続きに対応します。 

 

３.当事業所のケアプランの訪問介護、通所介護、地域密着型通所介護、福祉用具貸与の利用状況

は別紙のとおりです。 

 

４．利用料金 

（１）利用料（月額） 

   要介護認定を受けられた方は、介護保険から全額給付されるので自己負担はありません。 

ただし、保険料の滞納等により、保険給付が直接事業者に支払われない場合、１ヵ月につき

下記の料金を請求させていただきます。領収後当事業所からサービス提供証明書を発行いた

します。このサービス提供証明書を後日千曲市の窓口に提出すると、全額払い戻しを受けら

れます。 

 



＊居宅介護支援費 

要介護 1・2 10,860 円 

要介護 3・4・5 14,110 円 

特定事業所加算（Ⅱ） 4,210 円 

 

＊利用料金及び居宅介護支援費【減算】 

特定事業所集中減算 正当な理由なく特定事業所に

80％以上集中等 

（指定訪問介護・指定通所介

護・指定地域密着型通所介護・

指定福祉用具貸与） 

1 月につき 200 単位減算 

運営基準減算 適正な居宅支援が提供できて

いない場合 

運営基準減算が 2 月以上継続

している場合基本報酬を算定

できない 

基本単位数の 50％に減算 

 

＊利用者の状況により次の利用料金が加算されます 

初回加算（新規等居宅サービス計画作成の時） 3,000 円 

入院時情報連携加算（Ⅰ） 

（入院した日のうちに医療機関に情報提供） 
2,500 円 

入院時情報連携加算（Ⅱ） 

（入院した日の翌日または翌々日に医療機関に情報提供） 
2,000 円 

 

＊退院、退所加算（入院等期間中３回を限度） 

 カンファレンス参加なし カンファレンス参加あり 

連携１回目 4,500 円 6,000 円 

連携２回目 6,000 円 7,500 円 

連携３回目  9,000 円 

 

緊急時等居宅カンファレンス加算 

（病院等の求めにより居宅でカンファレンスを行った

場合） 

2,000 円 

ターミナルケアマネジメント加算 4,000 円 

通院時情報連携加算 500 円 

 

（２）交通費 

  前記１の（１）の通常の事業の実施地域にお住まいの方は無料です。 

  それ以外の地域の方は、介護支援専門員が訪問するための交通費が必要です。 

（３）解約料 

利用者はいつでも契約を解約することができ、解約料は一切かかりません。 

 



５．事業の目的及び運営の方針 

  ① 事業所の介護支援専門員等は、要介護状態となった場合においても、利用者が可能な限

り居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう支援し

ます。また利用者の選択に基づき、適切な保健医療サービス及び福祉サービスが多様な事

業者から総合的かつ効率的に提供されるよう支援します。 

  ② 事業所の介護支援専門員等は、居宅介護支援を実施する際、利用者の意志及び人格を尊

重し、常に利用者の立場に立って、利用者に提供される指定居宅サービス等が特定の種類

又は特定の居宅サービス事業者に不当に偏ることのないよう、公正中立に行います。 

  ③ 事業の実施にあたっては、市、地域包括支援センター、他の指定居宅介護支援事業者、

介護保険施設、医療機関等との連携に努めます。 

 

６. 居宅介護サービスの実施概要 

事  項 備  考 

課題分析の方法 MDS-HCを使用し、厚生省の標準課題項目に準じて最低月１回は利用者の

居宅を訪問し、適切な期間に計画の実施状況の把握を行う 

研 修 の 参 加 現任研修等、資質向上のため必要な研修に計画的に参加 

担 当 者の変更 担当の介護支援専門員の変更を希望する方は対応可能 

 

７．サービス内容に関する相談・苦情 

（１）当事業所における相談・苦情受付窓口 

  ・千曲市社会福祉協議会居宅介護支援事業所 担当者 外谷 恵美子 （電話）026-275-3100 

（２）当事業所以外に、市の相談・苦情窓口等に苦情を伝えることができます。 

長野県国民健康保険団体連合会 介護保険課 （電話）026-238-1580 

千曲市役所 高齢福祉課 介護保険係 （電話）026-273-1111 

坂城町役場（坂城町住民登録者）福祉健康課 （電話）0268-82-3111 

長野市役所篠ノ井分室（長野市住民登録者）福祉政策課 （電話）026-293-6070 

長野県国民健康保険団体連合会 （電話）026-238-1580 

長野県福祉サービス運営適正化委員会 （電話）0120-28-7109 

千曲市社会福祉協議会 第三者委員（苦情解決委員） 

・大島 剛 （電話）026-275-0704 

・柳澤 富子 （電話）026-273-3733 

・風間 美恵子 （電話）026-273-0531 

 

８．業務継続計画の策定について 

   事業所は、感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する指定居宅介護支援事業の

提供を継続的に実施するため及び非常時の体制での早期の業務再開を図るための計画を策定

し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講じます。 

   また、事業所職員に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練

を定期的に実施するよう努めます。 

  定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行います。 



 

９．高齢者虐待防止について 

事業者は、利用者の人権の擁護・虐待の防止等のために、次に掲げるとおり必要な措置を

講じます。 

（１）虐待の防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催し、その結果について事業所

職員に周知徹底を図っています。 

（２）虐待の防止のための指針を整備しています。 

（３）事業所職員に対する虐待防止を啓発・普及するための研修を定期的（年 1 回以上）実施

しています。 

（４）虐待防止に関する措置を適切に実施するための担当者を設置します。 

（５）虐待の防止に関する担当：管理者：外谷 恵美子 

 

  虐待通報の窓口 

千曲市社会福祉協議会地域支援課長 （電話）026－276－2687 

受付時間：8：30～17：00（ただし土・日・祝日、12月 29日～1月 3日を除く） 

千曲市基幹地域包括支援センター （電話）026－273－1111 

受付時間：8：30～17：00（ただし土・日・祝日、12月 29日～1月 3日を除く） 

千曲市戸倉上山田地域包括支援センター （電話）026-214-7780 

受付時間：8：30～17：00（ただし土・日・祝日、12月 29日～1月 3日を除く） 

千曲市更埴川東地域包括支援センター （電話）026-213-5085 

受付時間：8：30～17：00（ただし土・日・祝日、12月 29日～1月 3日を除く） 

                                                                           

10.感染症の予防及びまん延の防止のための対応  

事業所職員に対し、感染の予防及びまん延の防止のための研修を実施するなど努めます。 

（１）事業所における感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会（テレビ電

話装置等を活用して行うことができるものとする）をおおむね６月に 1回以上開催します。

その結果を、事業所職員に周知徹底します。 

（２）事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備します。 

（３）事業所職員に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的に実施

します。 

 

11．契約の解除について 

利用者等及び代理人が、以下のような行為を行った場合は契約を解除させていただく場合

があります。 

  ・故意又は重大な過失により事業所の信用・財産等を傷つけた場合 

  ・利用者又はその家族や代理人より、事業者や事業所職員に対して、本契約を継続しがたい

ほどの身体的、精神的に苦痛を感じさせる不信行為（他の利用者や事業所職員に対する故意

による暴言・暴力的行為並びにセクハラ行為等）が繰り返し行われた場合 

 

 

 

 



 

 

契約をする場合は以下の確認をすること 

令和  年  月  日 

 

居宅介護支援の提供開始にあたり、利用者に対して契約書及び本書面に基づいて、重要事項を

説明しました。 

 

所在地  千曲市大字戸倉２３８８番地 

事 業 者       

名 称  社会福祉法人 千曲市社会福祉協議会 

会 長  島谷 正行  印 

 

所 属  千曲市社会福祉協議会 

居宅介護支援事業所 

説 明 者 

氏 名                 印 

 

 

私は、契約書及び本書面により、事業者から居宅介護支援についての重要事項の説明を受け 

同意しました。 

 

住 所 

利 用 者  

氏 名              印 

 

住 所 

ご家族代表又は代理人 

氏 名              印 

 

（利用者との続柄・関係：          ） 

 

この事業の目的以外に個人情報を使用することはありません。 

また、ご本人、ご家族の承諾なしに第三者に提供、開示することもありません。 

 


